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very large LDL 部分は、食事群9.8土6.8→ 10.7土6.1mg/dl、
食事+運動群6.8士5.3→10.4土9.8mg/dl、 large LDL麗
分は、食事群21.5土13.1→21.4土1O.6mg/dl、食事+運動
群14.9土10.2→18.8土12.2mg/dl、 mediumLDL画分は、
食事群20.7土3.8→ 17.2土2.8mg/dl、食事+運動群19.0土
3.8→18.1土3.4mg/dlとなった。 largeLDL極分 medium
LDL問分はグループ内・グループ問共、有意な変化を示し、
食事十運動群は、食事群に比較し、高分子 HDL領域が増
加し、低分子 HDL領域の減少量が少なかった。この事は、
HDL3に比較して、 HDL2の濃度の高いことを示し、 HDL
逆転送経路活性化されている事を示す。介入前後の両グ
ループ問の VLDL、 LDL、HDL極分の平均粒子径を比較
した。食事+運動群は食事群に比較し、 LDL函分の平均
粒径増加を認めた (p<0.05)。この事は、 atherogenicな
smalLDL領域の減少を示している。 3ヶ月間の低強度な有
酸紫運動でも、 HDL逆転送経路が活性化され、動脈硬化
を促進する低分子 LDLi!!IT分が減少することが解った。
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